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一
般
会
計
の
歳
入
総
額

は
１
２
９
億
８
６
４
７
万

８
千
円
、
歳
出
総
額
は
１

２
４
億
５
６
９
０
万
３
千

円
と
な
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
は
５
億

２
９
５
７
万
５
千
円
と
な

り
、
翌
年
に
繰
り
越
す
財

源
２
９
５
３
万
９
千
円
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

５
億
３
万
６
千
円
と
な
っ

た
。
令
和
５
年
度
の
実
質

単
年
度
収
支
は
３
４
７
５

万
９
千
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。

　

最
大
の
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
は
53
億
５
２
１

９
万
1
千
円
で
置
賜
広
域

病
院
企
業
団
分
を
差
し
引

い
た
本
町
純
粋
分
は
40
億

７
３
５
１
万
４
千
円
、
前

年
比
２
億
５
３
０
９
万
円

の
減
額
と
な
っ
た
。

　

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

継
続
や
公
共
施
設
の
更
新

改
修
が
相
次
ぎ
、
さ
ら
に

自
然
災
害
が
多
発
し
て
お

り
臨
時
的
な
財
政
支
出
が

必
要
と
な
る
た
め
、
あ
る

程
度
余
裕
を
持
っ
た
財
政

運
営
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
層
の
行
財
政
改
革
に

努
め
、
適
正
な
財
政
運
営

を
望
む
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
財
政
指
標
は
国
の
財
政

指
標
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

を
ク
リ
ア
し
て
お
り
健
全

と
判
断
し
た
。

令和５年度主な事業令和５年度主な事業
①令和４年８月３日豪雨災害復旧関連事業
（大規模土木事業等のほかに、災害義援金、災害見
舞金、住宅応急修理、水道料減免、商工業支援事業、
農機具修繕更新費用補助など）
②まちなかテラス整備事業
（施設整備造成工事など）
③川西中学校改修工事
④大塚小学校プール改修工事
⑤かわにし夏まつりの開催
⑥フレンドリープラザ内に井上ひさし自宅書斎再現

　

一
昨
年
の
８
月
豪
雨
の

災
害
復
旧
の
一
部
完
了
な

ど
が
あ
っ
た
が
、
町
債
残

高
は
増
加
し
た
。

その他 4.3％
町税 11.1％

人件費 13.7％
繰出金 8.2％

10.4％

13.4％

9.3％

5.7％

扶助費 10.5％
公債費普

通
建
設
事
業
費

物
件
費

災
害
復
旧
事
業
費

繰入金 2.1％その他 7.0％

地方交付税
41.2％

補助費等
23.9％

町債
12.4％

寄附金
1.7％

維持補修費
1.5％

その他
3.4％

県支出金 6.2％

国庫支出金 12.8％
町民税･固定
資産税などの
税金

国からの普通交付税
特別交付税

一部事務組合等への負担金や
民間への補助金

消費的な支出
旅費・交際費等

基金からの
繰り入れ

国からの
補助金

県からの
補助金

他会計へ
繰り出し

町職員の
給与共済費

借入金

被扶助者に支給
される福祉の経費

借入金の
返済

129億8647万円一般
会計 124億5690万円

依 存
財 源

自
主
財
源

自主財源

21.9%

町で集めた
財源

依存財源

76.9%

国・県からの収入・
借入金などの財源

義
務
的
経
費

投資的経費
義務的経費

34.6%

支出が義務づけ
られた経費

投資的経費

19.1%

社会資本の整備に
要する経費

歳 入

歳 出

更新財源が課題更新財源が課題施設の維持・施設の維持・
　

９
月
定
例
会
が
、
９
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
日
目
に
、
人
事
１
件
に
同
意
、
令
和
5
年
度
一
般
会
計
等

健
全
化
判
断
比
率
等
報
告
２
件
の
後
、
請
負
契
約
１
件
、
条
例
２

件
、
規
約
の
変
更
１
件
、
令
和
6
年
度
各
会
計
補
正
予
算
５
件
を

一
括
上
程
し
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審
査
の
結
果
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
受

け
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
認
定
７
件
を
一
括
上
程
し
、

第
３
日
目
に
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

第
２
日
目
に
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
水
田
活
用

産
地
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
、
補

聴
器
補
助
、
熱
中
症
対
策
な
ど
に
つ
い
て
町
政
を
た
だ
し
た
。

　

第
３
日
目
以
降
、
特
別
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
予
算
・
決
算

特
別
委
員
会
分
科
会
を
開
催
し
、
議
案
を
審
査
し
た
。

　

最
終
日
に
、
付
託
し
た
条
例
、
補
正
予
算
、
決
算
認
定
を
原
案

通
り
可
決
後
、
契
約
１
件
の
ほ
か
、
議
員
発
議
に
よ
る
、「
髙
橋

輝
行
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
」
な
ど
を
可
決
し
閉
会
し
た
。

　

今
定
例
会
の
傍
聴
者
は
６
人
だ
っ
た
。

９月定例会の
あらまし

９　月
定例会

決算の内訳

令和5年度
決算認定

財
源
確
保
と
弾
力
的
な
財
政
運
営
を

一
般
会
計
は
黒
字

地
方
交
付
税
は
減
額

適
正
な
財
政
運
営
を

借
入
金
残
高
は
増
加

次
は
決
算
審
議

（2）（2）（3）（3） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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財政指標　　令和５年度川西町一般会計等健全化判断比率
実質赤字比率

一般会計の赤字額
が※標準財政規模
に占める割合

連結実質赤字比率
全会計の実質赤字
額が標準財政規模
に占める割合

実質公債費比率
全会計の償還額が
標準財政規模に占
める割合

将来負担比率
将来一般会計から負
担されると想定され
る金額等が標準財政
規模に占める割合

公営企業会計に係る
資金不足比率

資金不足の額が事業
規模に占める割合

川　西　町 － － 12.7% 130.8% －
国
の
指
標

早期健全の基準 14.15% 19.15% 25.00% 350.00% 20.00%
財政再建の基準 20.00% 30.00% 35.00% － －

※標準財政規模　標準的な税収、地方交付税、地方譲与税等自由に使える財源の標準的な規模を表す。令和５年度の本町標準財政規模は67億1079万円。

令和５年度各会計決算の認定状況
会　計　別 歳　　入 歳　　出 認定の内容

一 般 会 計 129億8647万円 124億5690万円 賛成多数で認定
国民健康保険事業特別会計 17億3930万円 17億329万円 全員賛成で認定
下 水 道 事 業 特 別 会 計 4億1352万円 3億6072万円 全員賛成で認定
農業集落排水事業特別会計 9869万円 7928万円 全員賛成で認定
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 20億5709万円 20億1783万円 全員賛成で認定
後期高齢者医療特別会計 1億8864万円 1億8593万円 全員賛成で認定

水 道 事 業 会 計
収 益 的 ※ 1 4億6251万円 4億3536万円

全員賛成で認定
資 本 的 ※ 2 1億3810万円 3億210万円

※１　収益的収支は水道水の収入と支出、資本的収支は水道施設に係る収入と支出
※２　不足する1億6399万円は消費税調整額、損益勘定留保資金で補填した。

　

本
町
財
政
は
、
依
然
と

し
て
地
方
交
付
税
へ
の
依

存
度
が
高
く
、
交
付
の
多

少
に
よ
り
財
政
指
数
が
大

き
く
変
動
す
る
。

　

人
口
減
少
に
よ
る
税
収

減
、
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
対
策
等
、
ま
た
災
害
、

　

令
和
５
年
度
の
不
能
欠

損
額
は
１
４
８
４
万
円
で

前
年
よ
り
６
２
９
万
円
増

え
、
収
入
未
済
額
は
４
８

３
７
万
円
で
１
２
６
８
万

　

黒
字
経
営
と
な
っ
て
い

る
が
収
支
比
率
は
年
々
低

下
し
て
い
る
。
人
口
減
少

に
よ
り
水
需
要
の
増
加
が

見
込
め
な
い
中
、
類
似
町

と
比
べ
る
と
、
高
い
料
金

水
準
に
あ
り
、
料
金
引
き

上
げ
も
困
難
で
あ
る
。

　

漏
水
調
査
に
よ
り
有
収

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増

大
と
い
っ
た
、
将
来
の
歳

入
減
少
や
、
歳
出
増
加
へ

の
備
え
と
し
て
、
標
準
財

政
規
模
の
一
定
程
度
の
基

金
積
立
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
。

円
減
っ
た
。
年
々
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
滞
納
繰
越
が
多
い
。

一
層
の
事
務
処
理
の
見
直

し
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

率
が
向
上
し
、
努
力
が
認

め
ら
れ
る
が
、
引
き
続
き

漏
水
調
査
や
老
朽
管
の
布

設
替
工
事
の
計
画
的
な
実

施
を
期
待
す
る
。

　

収
益
確
保
と
負
担
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
未

収
金
問
題
は
早
急
に
解
消

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 基金の残高
財政調整基金 町債管理基金

標準財政規模
に対する財調
基金の割合

平成30年度 3億5996万円 989万円 5.6％

令和元年度 2億2167万円 1369万円 3.4％

令和２年度 4億524万円 7748万円 6.1％

令和３年度 6億97万円 1億8163万円 8.7％

令和４年度 5億982万円 1億1544万円 7.6％

令和５年度 5億9445万円 1億6742万円 8.9％

鏡沼改良復旧工事、順調に進む

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100
110
120
130
140
150
160

平
成

令
和

（億円）
町債残高一覧（一般会計）

元
年
度

１
３
０
億
９
２
１
２
万
円

２
年
度

１
４
２
億
７
７
２
３
万
円

３
年
度

１
４
２
億
４
９
７
８
万
円

４
年
度

１
４
５
億
９
６
０
３
万
円

5
年
度

１
４
９
億
６
７
１
６
万
円

24
年
度

１
０
４
億
１
９
２
０
万
円

25
年
度

１
１
０
億
７
１
０
２
万
円

27
年
度

１
２
５
億
６
９
０
５
万
円

30
年
度

１
２
９
億
１
３
１
７
万
円

29
年
度

１
３
１
億
１
１
６
６
万
円

28
年
度

１
２
９
億
７
９
４
４
万
円

26
年
度

１
１
５
億
２
５
７
０
万
円

買い物もつい慎重になりがち

災害復旧は順調に
　

決
算
特
別
委
員
会
は
常
任
委
員
会
を
単

位
と
す
る
２
分
科
会
で
構
成
さ
れ
、
一
般

会
計
な
ど
7
会
計
を
審
査
し
た
。
こ
こ
で

は
監
査
意
見
、
総
括
質
疑
、
討
論
、
町
長

に
対
す
る
質
疑
、
各
分
科
会
で
の
質
疑
を

要
約
し
て
報
告
す
る
。

決　算
審　議

監　査
意　見

物
価
高
騰
の
な
か 

地
域
再
生
を

一定程度の
基金積立が必要

一
般
会
計

国
保
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

町債（借入金）の推移
ここが知りたい

次
は
総
括
質
疑

監
査
委
員　
嶋
貫
榮
次
・
鈴
木
孝
之

（4）（4）（5）（5） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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橋
本
昨
年
度
は
５
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

中
心
に
事
業
展
開
を
図
っ

た
が
、
そ
の
中
で
「
町
民

総
活
躍
」
の
項
目
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
何
の
施
策
を

指
し
、
そ
の
成
果
は
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

コ
ロ
ナ
後
の
復
興

に
全
力
で
当
た
っ

た
。
個
別
の
事
業
と
い
う

髙
橋
５
年
度
決
算
の
中

に
、
職
員
の
自
死

に
伴
う
損
害
賠
償
が
発
生

し
た
。
遅
延
損
害
金
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
賛
成

で
き
な
い
が
決
算
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
。

町
長
議
員
個
々
の
判
断

は
あ
る
が
、
最
終

的
に
は
議
会
で
議
決
さ
れ

　

令
和
５
年
度
の
決
算
報

告
を
受
け
、
改
め
て
令
和

５
年
度
の
町
政
執
行
を
振

り
返
る
と
、
職
員
の
自
死

に
伴
う
損
害
賠
償
が
発
生

し
た
こ
と
に
触
れ
ざ
る
を

得
な
い
。
あ
ら
た
め
て
、

ご
遺
族
に
対
し
哀
悼
の
意

を
表
し
損
害
賠
償
自
体
の

発
生
は
、
当
然
な
こ
と
と

理
解
す
る
。
し
か
し
、
解

決
ま
で
７
年
の
歳
月
を
要

し
た
こ
と
に
伴
い
遅
延
損

害
金
が
発
生
し
た
。

　

議
会
で
は
、
昨
年
８
月

こ
と
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
施
策
、
事
業
展
開
の
中

で
町
民
の
方
の
協
力
を
得
、

コ
ロ
ナ
以
前
の
活
動
状
況

に
戻
す
努
力
を
し
た
。

町
長
新
任
の
た
め
、
今

後
も
十
分
に
意
識

し
な
が
ら
施
策
展
開
し
た

い
。

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

副
町
長
諸
政
策
の
実
現
に

向
け
、
職
員
の
能

力
開
発
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
町
政
運
営
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

お
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
等

を
踏
ま
え
対
応
す
べ
き
内

容
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

実
な
復
旧
を
目
指
し
、
財

政
運
営
に
当
た
っ
た
。

　

近
年
の
財
政
出
動
に
関

し
て
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
整
備
、
地
域
振
興
拠

点
施
設
整
備
や
既
存
施
設

の
長
寿
命
化
等
の
未
来
へ

の
投
資
と
し
て
経
費
が
か

さ
ん
で
い
る
と
感
じ
て
お

り
、
今
後
も
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く

適
正
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
整
備
し
た
各
施
設
の

利
活
用
を
推
進
し
住
民
活

問
商
工
団
体
（
川
西

町
商
工
会
、
川
西

町
観
光
協
会
）
へ
の
支
援

の
あ
り
方
は
。

町
長
川
西
町
商
工
会
は
、

現
在
会
員
３
３
３

人
を
数
え
、
町
内
商
工
業

者
の
58
・
８
％
の
組
織
率

と
な
っ
て
い
る
。　

　

支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
商
工
会
の
運
営
費
は

会
費
な
ど
の
自
主
財
源
と

町
の
補
助
金
等
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
町
で
は
毎
年

事
業
内
容
の
精
査
を
行
い
、

補
助
額
を
決
定
し
て
い
る
。

　

川
西
町
観
光
協
会
は
、

昭
和
36
年
に
川
西
ダ
リ
ヤ

園
の
売
店
を
運
営
す
る
た

め
に
発
足
し
た
任
意
団
体

が
始
ま
り
で
、
個
人
会
員

84
人
、
法
人
お
よ
び
団
体

会
員
51
口
、
１
５
３
の
自

治
会
会
員
で
構
成
し
て
い

る
。
観
光
協
会
は
人
材
面
、

財
政
面
な
ど
そ
の
組
織
基

盤
が
ぜ
い
弱
で
町
観
光
担

問
令
和
５
年
度
の
財

政
の
状
況
は
。

町
長
令
和
５
年
度
は
、

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ

ン
整
備
推
進
や
地
域
振
興

拠
点
施
設
整
備
、
第
２
子

以
降
の
保
育
料
無
償
化
、

豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
防

災
・
減
災
対
策
、
復
旧
工

事
等
最
大
限
効
果
あ
る
予

算
措
置
に
努
め
、
計
画
か

つ
効
率
的
な
事
業
執
行
を

図
る
と
と
も
に
、
景
気
対

策
、
豪
雨
災
害
か
ら
の
着

当
と
の
連
携
、
支
援
が
欠

か
せ
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

今
後
、
町
の
活
性
化
に

向
け
て
観
光
と
交
流
の
融

合
が
重
要
に
な
る
も
の
と

捉
え
て
お
り
、
人
材
育
成

や
各
種
団
体
と
の
連
携
強

化
を
行
い
な
が
ら
、
抜
本

的
な
組
織
の
立
て
直
し
を

図
り
新
た
な
観
光
交
流
が

展
開
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213

議　　員　　名

舩
山　
千
鶴

鈴
木　
孝
之

寒
河
江
寿
樹

遠
藤　
明
子

渡
部　
秀
一

寒
河
江　
司

吉
村　
　
徹

鈴
木　
幸
廣

神
村　
建
二

橋
本　
欣
一

髙
橋　
輝
行

伊
藤　
　
進

井
上　
晃
一

第44号令和５年度川西町一般会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

議第60号川西まちなかテラス整備地下水熱利用設備工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 －

発議15号髙橋輝行議員に対する辞職勧告決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 －
他の議案はすべて全員賛成でした。
○は賛成、×は反対、－は欠席。議長は賛否に加わらない。

の
時
点
で
こ
の
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
僅
差
（
賛
成

６
反
対
５
）
で
可
決
さ
れ

た
が
、
町
民
に
は
そ
の
遅

延
損
害
金
の
支
出
に
対
し

疑
問
を
抱
か
せ
、
町
・
議

会
に
対
し
不
信
感
を
与
え

て
し
ま
っ
た
。

　

私
と
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
町
民
の
声
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
そ
の
遅
延
損

害
金
が
含
ま
れ
て
い
る
５

年
度
決
算
に
対
し
賛
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

反
対
の
意
思
を
表
明
す
る
。

力
の
向
上
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
展
等
に
よ
り
歳
入
の

伸
び
が
見
込
み
に
く
い
反

面
、
社
会
保
障
関
係
経
費

は
一
層
増
加
す
る
と
見
込

ま
れ
る
た
め
、
事
業
の
重

点
化
と
費
用
の
抑
制
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

今
後
と
も
行
財
政
改
革

や
選
択
と
集
中
に
よ
る
事

業
の
見
直
し
を
行
い
共
生

社
会
の
実
現
の
た
め
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

ダリヤ園売店

メディカルタウン分譲地

橋
本
欣
一
議
員

「
町
民
総
活
躍
」
の
成
果
は

「
町
民
総
活
躍
」
の
成
果
は

髙
橋
輝
行
議
員

５
年
度
決
算
を
ど
う
評
価

５
年
度
決
算
を
ど
う
評
価

討　論

次
は
分
科
会
審
査

町長に聞く
決算審議の分科会で、特に政策的な事項を
町長に聞いた

共
生
社
会
の
実
現
へ第

一
分
科
会

支
援
の
継
続
を

第
二
分
科
会

９月定例会の議決状況
議会基本条例の規定により賛否の分かれたもののみ、各議員の議案に対する賛否状況を報告する。

反
対
討
論

総
括
質
疑

髙
橋
輝
行
議
員

令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算

　
「
遅
延
損
害
金
」
に
反
対
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問
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
と
返
礼
品

の
実
績
状
況
は
。

産
業
振

興
課
長
昨
年
度
の
寄
付
額

は
２
億
円
を
超
え

て
お
り
、
返
礼
品
の
種
類

の
掘
り
起
こ
し
も
し
て
い

る
。

意
見

納
税
額
の
拡
大
の

た
め
寄
付
者
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
返

礼
品
の
確
保
と
充
実
を
図

る
こ
と
。

問
町
が
管
理
す
る
公

衆
ト
イ
レ
の
修
繕

状
況
は
。

住
民

課
長
羽
前
小
松
駅
公
衆

ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
パ
イ
プ
つ
ま
り
を
改

善
す
る
た
め
早
急
に
改
善

す
る
。

意
見

観
光
客
な
ど
利
用

者
が
多
い
こ
と
か

ら
構
造
的
な
不
具
合
を
改

善
す
る
こ
と
。

問
地
域
環
境
保
全
対

策
は
。

住
民

課
長
不
法
投
棄
、
野
焼

き
の
防
止
対
策
、

発
見
時
の
連
絡
体
制
を
強

化
す
る
。

意
見

野
焼
き
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
な
お
一
層
周

知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

問
斎
場
の
運
営
状
況

は
。

住
民

課
長
年
次
計
画
に
基
づ

き
火
葬
炉
設
備
等

の
維
持
補
修
に
努
め
て
い

る
。

意
見

指
定
管
理
者
と
密

に
連
携
を
図
り
、
利
用
者

の
満
足
度
向
上
に
努
め
る

こ
と
。

問
農
事
実
行
組
合
の

現
状
は
。

産
業
振

興
課
長
農
家
の
減
少
に
よ

り
、
組
合
の
維
持

に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
。

意
見

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て

組
織
統
廃
合
の
議

論
を
進
め
る
こ
と
。

問
み
ど
り
環
境
交
付

金
事
業
の
現
状
は
。

農
地
林

務
課
長
下
小
松
古
墳
群
の

景
観
美
化
の
た
め

松
枯
れ
材
の
チ
ッ
プ
処
理

を
行
っ
た
。

意
見

さ
ら
な
る
景
観
美

化
に
向
け
て
今
後

も
継
続
し
事
業
を
進
め
る

こ
と
。

産業厚生産業厚生
第 ２第 ２

分科会分科会

総務文教総務文教
第 １第 １

分科会分科会

問
自
治
会
活
動
推
進

事
業
の
状
況
は
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

人
口
減
少
に
伴
う

役
員
の
担
い
手
不

足
に
よ
り
、
役
員
選
出
に

苦
慮
し
て
い
る
。

意
見

自
治
会
長
の
負
担

軽
減
や
報
酬
増
額

等
、
担
い
手
不
足
を
解
消

す
る
た
め
の
検
討
を
す
る

こ
と
。

問
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ

ン
整
備
の
進
捗
状

況
は
。

政
策
推

進
課
長
商
業
区
域
南
側
の

進
捗
状
況
は
、
企

業
動
向
と
梨
郷
道
路
川
西

交
差
点
の
交
通
量
が
増
加

し
て
い
る
現
状
だ
。

意
見

住
宅
区
域
南
側
の

推
進
の
た
め
に
も
、

早
期
の
商
業
者
誘
致
に
注

力
す
る
こ
と
。

問
損
害
賠
償
金
費
中
、

遅
延
損
害
金
の
和

解
案
は
。

総
務

課
長
自
死
の
日
か
ら
和

解
案
が
表
示
さ
れ

る
ま
で
の
２
５
０
８
日

（
６
年
10
カ
月
）で
算
定
さ

れ
た
。

意
見

今
後
、
同
様
の
事

案
が
発
生
し
な
い

よ
う
、
職
員
の
勤
務
時
間
、

実
態
を
把
握
し
、
職
員
の

健
康
保
持
に
努
め
る
こ
と
。

問
地
区
交
流
セ
ン
タ

ー
の
管
理
運
営
は
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

各
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理

期
間
は
令
和
7
年
度
末
ま

で
あ
り
、
事
務
局
職
員
の

給
与
は
各
地
区
の
規
定
に

基
づ
い
て
い
る
。

意
見

物
価
高
騰
の
中
、

次
期
指
定
管
理
料

の
積
算
に
当
た
っ
て
は
、

セ
ン
タ
ー
長
お
よ
び
事
務

局
職
員
の
処
偶
改
善
を
検

討
す
る
こ
と
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
事
業
は
。

教
育
文

化
課
長
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
を
各
団

体
に
委
託
し
て
い
る
。

意
見

放
課
後
児
童
支
援

員
の
人
材
確
保
と

育
成
に
努
め
活
動
内
容
等

に
差
異
が
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

安
全
運
行
は
。

教
育
文

化
課
長
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
全
般
に
係
る

経
費
で
安
全
運
行
に
努
め

た
。

意
見

熱
中
症
対
策
や
冬

期
間
の
登
下
校
時

に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安

全
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

発送を待つ大量の配布物多彩な返礼品で満足度UP

斎場の維持管理は万全に 安全な運行で登下校を

自
治
会
役
員
の
負
担
軽
減
を

ふ
る
さ
と
納
税 

２
億
円
を
超
え
る

次
は
補
正
予
算
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問
防
災
対
策
の
内
容

は
。

安
全
安

心
課
長
自※

動
ラ
ッ
プ
式
ト

イ
レ
を
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
配

備
す
る
。

意
見

配
備
後
の
適
切
な

運
用
や
機
器
機
能

の
検
証
を
す
る
こ
と
。

問
財
政
調
整
基
金
管

理
は
。

財
政

課
長
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
み
立
て
を
多

く
す
る
。

意
見

健
全
な
財
政
運
営

を
図
る
こ
と
。

問
定
額
減
税
補
足
給

付
金
給
付
事
業
は
。

財
政

課
長
給
付
金
の
増
額
が

見
込
ま
れ
、
対
象

者
は
２
８
９
７
件
、
給
付

（歳出）
定額減税補足給付金事業 3000万円
臨時物価高騰支援子育て世帯応援券事業 1080万円
環境保全型農業直接支払い交付金 424万円
町民総合体育館整備事業屋根改修工事 285万円
財政調整基金積立金 2億5047万円
町債管理基金積立金 5000万円

（歳入）
国庫支出金 2億8547万円
県支出金 1009万円
繰越金 3億3万円

会計別 歳入歳出予算 議決の内容
水道事業会計
収益的支出（２号）

4億4500万円
（500万円を追加補正） 全員賛成により可決

資本的支出 2億7725万円
（1170万円を追加補正） 全員賛成により可決

　

鏡
沼
の
掘
削
法
面
に
湧

水
が
生
じ
る
可
能
性
が
高

く
土
留
矢
板
設
置
が
必
要

に
な
っ
た
。

　

屋
根
の
雨
漏
り
改
修
事

業
で
設
計
委
託
料
。

　

従
来
よ
り
設
置
が
進
む

花
丘
町
下
小
松
線
の
防
雪

柵
を
延
長
す
る
た
め
追
加

す
る
も
の
。

会計別 歳入歳出予算 議決の内容

一般会計（第３号） 132億7178万円
（6億8232万円を追加補正） 全員賛成により可決

国民健康保険事業
特別会計（第２号）

20億985万円
（3566万円を追加補正） 全員賛成により可決

介護保険事業
特別会計（第２号）

21億608万円
（3925万円を追加補正） 全員賛成により可決

後期高齢者医療
特別会計（第１号）

2億847万円
（220万円を追加補正） 全員賛成により可決

下水道事業会計
資本的支出（第２号）

2億9836万円
（240万円を追加補正） 全員賛成により可決

　

主
な
改
正
で
は
、
支
給

対
象
の
所
得
制
限
を
な
く

し
、
３
歳
未
満
第
１
子
、

第
２
子
ま
で
１
万
５
千
円
、

第
３
子
以
降
は
３
万
円
で

３
歳
か
ら
高
校
生
年
代
ま

で
第
１
子
、
第
２
子
ま
で

１
万
円
、
第
３
子
以
降
３

万
円
で
年
６
回
支
給
す
る
。

金
額
は
１
億
２
３
５
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
運
営
事
業
は
。

教
育
文

化
課
長
子
ど
も
子
育
て
支

援
交
付
金
の
改
正

に
伴
う
増
額
で
あ
る
。

意
見

子
育
て
支
援
の
一

層
の
拡
充
に
向
け

た
町
の
施
策
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
。

問
町
債
管
理
事
務
経

費
は
。

税
務
会

計
課
長
繰
上
償
還
に
伴
い
、

本
来
支
払
う
は
ず

で
あ
っ
た
利
子
分
を
補
償

金
と
し
て
支
払
う
必
要
が

あ
っ
た
。

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
負
担
軽
減
と
地

域
経
済
活
性
化
を
図
る
た

め
、
ダ
リ
ヤ
Ｐ
ａ
ｙ
の
カ

審
議
未
了
に
つ
き

継
続
審
査

ー
ド
で
対
象
者
１
人
６
千

円
を
配
布
す
る
。

※自動ラップ式トイレ
排泄後にボタンを押すだけで排泄物を自動個包装するトイレ。
臭いがなく、バケツ内の掃除の必要がない。

子育て支援は町発展に重要な施策のキーポイントの１つ（小松保育所）

防雪柵設置で冬道も安心 ＝ 花丘町下小松線

補 正
予 算

請　願

児
童
手
当
が
拡
充

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
は
、
こ

ど
も
手
当
の
充
実
や
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
物
価
高
騰
支

援
金
、
災
害
対
策
の
追
加
予
算
、
町
民
総
合
体
育
館
屋
根

修
繕
予
算
他
、
決
算
で
生
じ
た
剰
余
金
を
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
る
予
算
で
あ
る
。

令和６年度各会計補正予算（第3号）令和６年度各会計補正予算（第3号）

令和６年度専決処分令和６年度専決処分

一般会計補正予算（第３号）の主な内容

主
な
質
疑

臨
時
物
価
高
騰
支
援

子
育
て
世
帯
応
援
券

事
業

児
童
手
当
が

所
得
制
限
撤
廃

鏡
沼
災
害
復
旧
事
業

町
民
総
合
体
育
館

改
修
事
業

花
丘
町
下
小
松
線

防
雪
柵
設
置
工
事

次
は
人
事
・
請
負
契
約

子
育
て
支
援

川
西
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
に

関
す
る
町
民
の
意
見
反
映

に
つ
い
て
の
請
願

（10）（10）（11）（11） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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度
重
な
る
問
責
決
議
、

辞
職
勧
告
決
議
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
町
民
と
議
会
に

対
し
て
未
だ
に
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
な
い
。
一

連
の
行
為
は
町
民
の
信
託

を
受
け
た
議
会
議
員
と
し

て
の
自
覚
を
欠
く
行
為
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
議

員
一
人
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、
議
会
に
対
す
る
町

民
の
信
頼
を
著
し
く
失
墜

さ
せ
た
社
会
的
、
道
義
的

責
任
は
重
い
。
町
民
の
信

頼
を
回
復
す
る
た
め
、
自

ら
の
意
思
と
責
任
に
お
い

て
町
議
会
議
員
を
辞
職
す

る
こ
と
を
勧
告
す
る
。

提
出
者　
　

遠
藤　

明
子

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

⃝

昆
　
　
剛
雄
氏

（
再
任
）（
小
松
）

　

令
和
２
年
10
月
に
川
西

町
教
育
委
員
就
任
（
２
期

目
）全

員
賛
成
に
よ
り
同
意

　

昆
剛
雄
教
育
委
員
が
９

月
30
日
で
任
期
満
了
の
た

め
提
案
さ
れ
同
意
し
た
。

《
請
負
金
額
》

１
億
10
万
円

《
受
注
者
》

日
本
地
下
水
開
発
株
式
会

社《
工
期
》

令
和
８
年
１
月
30
日
ま
で

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
２
）

《
請
負
金
額
》

１
億
６
１
２
７
万
円

《
受
注
者
》

山
形
県
知
事
吉
村
美
栄
子

《
工
期
》

令
和
７
年
３
月
31
日

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交

付
を
受
け
る
時
、
印
鑑
登

録
証
に
代
え
て
個
人
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
利
用
者
証
明

用
電
子
証
明
書
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を
添
え

て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

る
。全

員
賛
成
に
よ
り
可
決

（
Ｐ
23
参
照
）

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
識
別
の
番
号

利
用
に
関
す
る
改
正
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

移
行
す
る
た
め
保
険
料
滞

納
世
帯
主
に
被
保
険
者
証

の
返
還
を
求
め
る
規
定
を

削
除
す
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

※一般質問　議員が町の行財政全般に関し、執行者所見や疑義について質問できる
ものである。質問時間は１人につき質問答弁を含め60分以内とする。

次回定例会は12月です
議会傍聴においでください

定例会本会議、予算特別委員会はNCV、インターネットで生中継。議会フェイスブックもご覧ください。

まちの未来が見える （９月定例会の傍聴者は６人）

どなたでも傍聴できます
（事前連絡は不要です

役場３階においでください）

一般質問は、議会ホームページの録画中継によって見るこ
とができます。
（https://www.town.kawanishi.yamagata.jp）

白抜きの数字は掲載された質問。それ以外は誌面の都合に
より掲載できなかったもの。

鈴木　孝之　議員　（14ページ）

❶ 2026水田水張問題

② 小学校再編整備計画

吉村　　徹　議員　（15ページ）

❶ マイナ保険証

❷ 鳥獣被害対策

橋本　欣一　議員　（16ページ）

❶ 高齢者に対する補助

❷ ゼロカーボンシティー

寒河江　寿樹　議員　（17ページ）

❶ 幼児施設と小学校の今後の在り方・子育て
支援の取り組み

❷ 幼児施設・小学校・中学校・町の公共施設
等における熱中症対策

❸ 健康づくりに関するスポーツ活動と公共施
設の安全環境

川西町議会HP
QRコード

川西町議会FB
QRコード

安全・安心な治水を目指して = 鏡沼 交流施設がようやく着工 ＝ まちなかテラス

辞　職
勧　告

次
は
一
般
質
問

人　事
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

請　負
契　約

ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
整
備

地
下
水
熱
利
用
設
備
工
事

鏡
沼
地
区
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
事
業
変
更
委
託

条　例

印
鑑
、
手
数
料

国
民
健
康
保
険
条
例

44人の議員がするどく一般質問
定例会第２日目に一般質問が行われ、４人の議員が町政について質問しました。（発言順）に掲載します。

町政をただす町政をただす

　
髙
橋
輝
行
議
員
に

　
辞
職
勧
告
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鈴
木
水
田
活
用
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

の
進
捗
状
況
は
（
２
０
２

６
水
田
水
張
問
題
）。

町
長
町
長
こ
れ
ま
で
の
活
動

内
容
と
し
て
、
地

域
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

を
開
催
し
な
が
ら
、
生
産

現
場
に
お
け
る
課
題
等
に

つ
い
て
意
見
を
集
約
、
整

理
し
、
対
策
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
今
年
６
月
に

は
、
現
場
の
意
見
を
要
望

書
に
ま
と
め
、
国
に
対
し

提
出
す
る
等
、
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
国
に
対
す

る
働
き
か
け
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

近
隣
市
町
と
も
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
将
来
的
な
営

農
継
続
を
可
能
と
す
る
対

応
に
つ
い
て
継
続
し
て
検

討
し
て
い
く
。

鈴
木
畑
地
化
事
業
導
入

後
の
農
家
支
援
体

制
は
。

町
長
町
長
畑
地
化
促
進
事
業

に
よ
り
支
援
を
受

け
た
水
田
に
つ
い
て
は
、

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
交
付
対
象
外
と
な

る
こ
と
か
ら
、
定
着
促
進

支
援
の
交
付
が
終
了
す
る

６
年
目
以
降
の
対
応
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

鈴
木
土
地
改
良
区
決
済

金
等
支
援
策
は
。

町
長
町
長
土
地
改
良
区
決
済

金
等
支
援
に
つ
い

て
は
、
畑
地
化
促
進
事
業

の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ

と
し
て
、
畑
地
化
に
伴
い

土
地
改
良
区
の
受
益
地
か

ら
水
田
を
除
外
す
る
場
合
、

土
地
改
良
区
に
支
払
い
が

生
じ
る
地
区
外
決
済
金
等

に
つ
い
て
、
国
が
支
援
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
支
援
を
受
け
る
た
め

に
は
、
各
土
地
改
良
区
の

受
益
地
か
ら
除
外
で
き
る

水
田
で
あ
る
こ
と
が
要
件

で
あ
り
、
除
外
の
可
否
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

土
地
改
良
区
の
定
款
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
判
断

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
土

地
改
良
区
に
お
い
て
対
応

の
違
い
が
あ
る
こ
と
は
、

町
で
も
認
識
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
土
地
改

良
区
お
よ
び
国
、
県
と
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

支
援
を
希
望
す
る
農
家
に

支
援
が
行
き
届
く
よ
う
努

め
て
い
く
。

そ
の
他

の
質
問
生
活
環
境
の
変

化
に
伴
う
小
学

校
屋
内
運
動
場
（
体
育

館
）
洋
式
タ
イ
プ
ト
イ
レ

整
備
計
画
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

吉
村
マ
イ
ナ
保
険
証
と

し
て
の
登
録
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

町
長
町
長
本
町
で
は
、
令
和

６
年
７
月
時
点
で
、

登
録
率
は
、
72
・
３
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

吉
村
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
た
な
い
被
保
険

者
に
発
行
さ
れ
る
「
資
格

確
認
書
」
と
は
。

町
長
町
長
資
格
確
認
書
は
現

行
の
保
険
証
と
同

じ
カ
ー
ド
型
で
、
有
効
期

限
は
一
年
間
と
な
る
予
定

で
あ
る
。

吉
村
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
の
仕
組
み
な

ど
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
説

明
し
て
い
く
事
が
必
要
で

は
な
い
か
。

吉
村
鳥
獣
な
ど
に
よ
る

本
町
で
の
被
害
状

況
は
。

町
長
町
長
ク
マ
に
関
し
て
は

県
内
で
ク
マ
出
没

注
意
報
が
発
令
さ
れ
る
中
、

人
身
被
害
や
農
作
物
被
害

が
懸
念
さ
れ
た
が
、
現
時

点
で
の
被
害
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。

吉
村
猟
友
会
な
ど
に
対

す
る
支
援
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

町
長
町
長
新
規
に
電
気
柵
購

入
の
際
の
助
成
、

狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
際

に
係
る
経
費
の
助
成
、
猟

友
会
の
運
営
に
対
す
る
助

成
な
ど
従
来
か
ら
の
支
援

を
継
続
し
て
い
る
。

町
長
町
長
保
険
証
廃
止
の
期

日
が
近
づ
く
中
、

今
後
も
国
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
丁
寧
に
説
明
し
て

い
く
。

吉
村
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
に
つ

い
て
は
任
意
で
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
の
も
と
、

取
得
し
な
い
方
が
い
る
こ

と
や
、
医
療
機
関
に
お
い

て
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
在
の
保
険
証
の
継
続
を

求
め
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
町
長
今
後
も
マ
イ
ナ
保

険
証
の
移
行
に
あ

た
っ
て
は
、
国
や
県
に
対

し
被
保
険
者
へ
の
丁
寧
な

対
応
を
求
め
て
い
く
。

吉
村
イ
ノ
シ
シ
に
よ
り

春
か
ら
秋
に
か
け
、

水
田
や
畦
畔
が
崩
さ
れ
る

な
ど
、
農
家
に
と
っ
て
深

刻
な
被
害
と
な
っ
て
い
る

が
対
策
は
。

町
長
町
長
生
息
環
境
管
理
と
、

加
害
個
体
の
捕
獲

を
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

被
害
が
大
き
い
地
域
で
は

こ
れ
ら
の
対
策
を
総
合
的

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

吉
村
環
境
省
は
、
来
年

度
の
概
算
要
求
で

「
指
定
管
理
鳥
獣
」
の
対

策
に
向
け
た
予
算
が
計
上

さ
れ
る
と
あ
る
が
、
早
め

に
情
報
の
収
集
を
図
り
な

が
ら
、
予
算
確
保
に
当
た

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
町
長
交
付
金
の
詳
細
に

つ
い
て
は
今
後
明

ら
か
に
な
る
た
め
、
今
後

県
事
業
へ
の
申
請
を
検
討

し
て
い
く
。

作物によっては収穫に時間がかかる

鈴木孝之 議員吉村　徹 議員

電気柵での被害対策実施

かわにしの ここが聞きたい
水田活用

２
０
２
６
水
張
り
問
題
を
ど
う
す
る

２
０
２
６
水
張
り
問
題
を
ど
う
す
る

　
町
長 

ー 
営
農
継
続
対
応
を
検
討

医　
療

マイナンバーカード保険証ひも付け状況はマイナンバーカード保険証ひも付け状況は

　町長 ー 町民の72.3％が登録

鳥
獣
対
策
は

一　般
質　問
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橋
本
難
聴
に
な
る
と
認

知
症
に
な
る
可
能

性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
軽
度
か
ら
の
補
聴
器

使
用
に
よ
り
生
活
の
質
の

維
持
を
図
り
、
認
知
症
予

防
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

補
聴
器
購
入
の
補
助
を
行

っ
て
は
ど
う
か
。

町
長
町
長
70
代
前
半
で
は
男

性
の
５
割
、
女
性

の
４
割
、
70
代
後
半
で
は

男
女
と
も
７
割
が
軽
度
難

聴
以
上
の
症
状
が
み
ら
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

聴
力
の
低
下
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
し
、

孤
立
感
、
孤
独
感
に
つ
な

が
り
、
認
知
機
能
の
低
下

に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
る
。

　

本
町
で
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
所
持
者
に
は
補
装

具
の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。

　

補
聴
器
購
入
補
助
を
行

っ
て
い
る
自
治
体
は
、
今

年
度
ま
で
に
山
形
市
、
尾

花
沢
市
、
庄
内
町
、
白
鷹

町
、
金
山
町
が
実
施
し
て

い
る
。
本
町
で
も
近
隣
の

動
向
を
踏
ま
え
、
検
討
し

て
い
く
。

橋
本
検
討
だ
け
で
な
く

早
期
の
実
施
を
強

く
望
む
。

橋
本
今
年
に
入
り
、
熱

中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
頻
発
し
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
身
体
的
に
も
非

常
に
厳
し
い
環
境
と
な
っ

た
。
エ
ア
コ
ン
の
積
極
使

用
を
進
め
る
な
ど
、
生
命

に
か
か
わ
る
例
も
あ
り
、

橋
本
本
町
は
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
で
、
２
０
５
０
年
ま
で

二
酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
い
る
。
進
捗
が

み
ら
れ
な
い
が
現
状
は
ど

う
か
。

設
置
の
な
い
家
庭
へ
の
補

助
に
よ
り
高
齢
者
の
熱
中

症
予
防
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長
町
長
高
齢
者
の
熱
中
症

予
防
と
し
て
、
広

報
紙
の
み
な
ら
ず
、
民
生

委
員
な
ど
か
ら
の
声
掛
け

な
ど
で
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
を
設

置
済
み
で
も
、
体
の
負
担
、

電
気
代
、
習
慣
な
ど
に
よ

り
使
用
を
控
え
る
方
も
い

る
。
熱
中
症
予
防
を
啓
発

す
る
と
共
に
、
設
置
補
助

も
検
討
す
る
。

町
長
町
長
具
体
的
に
は
、
６

月
の
環
境
月
間
に

合
わ
せ
て
情
報
発
信
、
太

陽
光
発
電
・
薪
・
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
補
助
、

公
共
施
設
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

排
出
量
の
把
握
、
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
気
使

用
な
ど
で
目
標
を
上
回
る

結
果
を
得
て
い
る
。

寒
河
江
庁
内
に
設
置
し
た

公
立
幼
児
施
設
の

今
後
の
在
り
方
検
討
委
員

会
の
検
討
状
況
は
。

町
長
町
長
ま
す
ま
す
少
子
化

が
見
込
ま
れ
る
中
、

乳
幼
児
施
設
の
老
朽
化
を

検
討
課
題
と
捉
え
、
今
後

の
在
り
方
、
課
題
等
を
整

理
し
早
い
段
階
で
進
め
て

い
く
。

寒
河
江 

「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
へ
の

取
り
組
み
は
。

教
育
長

教
育
長
こ
ど
も
家
庭
庁
の

説
明
会
に
参
加
し
、

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
事

業
内
容
や
課
題
等
を
、
関

係
団
体
と
の
意
見
交
換
を

含
め
研
究
し
て
い
く
。

寒
河
江
少
子
化
に
よ
る
小

学
校
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
今
後
は
小
松
小

学
校
以
外
は
、
複
式
学
級

が
考
え
ら
れ
、
各
小
学
校

の
老
朽
化
も
考
慮
し
、
再

編
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
が
。

教
育
長

教
育
長
望
ま
し
い
教
育
環

境
の
確
保
と
多
様

な
教
育
活
動
に
対
応
で
き

る
よ
う
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
話
し
合
い
、
今
後

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

寒
河
江
今
後
ま
す
ま
す
温

暖
化
が
進
む
と
考

え
ら
れ
る
中
、
学
校
・
公

共
施
設
等
に
お
け
る
熱
中

症
対
策
は
全
館
全
て
の
空

調
設
備
が
必
要
と
考
え
る

が
。町

長
町
長
学
区
再
編
に
向
け

て
検
討
す
る
状
況

寒
河
江
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
障
が
い
の

有
無
や
性
別
等
に
か
か
わ

ら
ず
町
民
の
方
々
に
ス
ポ

ー
ツ
の「
楽
し
さ
」や「
喜

び
」
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
活
動
は
。

町
長
町
長
幼
児
か
ら
小
学
生

対
象
の
３
つ
の
教

室
（
す
く
す
く
教
室
な

ど
）、
幅
広
い
年
代
を
対

象
と
し
た
「
ら
く
楽
教

室
」、
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
「
元
気
ア
ッ
プ
教

と
合
わ
せ
、
特
別
教
室
も

含
む
全
館
に
空
調
設
備
を

整
備
す
る
に
は
、
予
算
の

効
率
的
な
執
行
を
踏
ま
え
、

十
分
に
検
討
を
し
て
い
く
。

室
」
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方

に
は
、
現
在
実
施
し
て
い

な
い
が
、
今
後
は
、
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
や
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

寒
河
江
川
西
町
民
総
合
体

育
館
の
雨
漏
り
に

つ
い
て
、
修
繕
の
予
定
は
。

町
長
町
長
川
西
町
民
総
合
体

育
館
の
雨
漏
り
に

つ
い
て
は
、
10
年
く
ら
い

前
か
ら
要
望
が
あ
り
、
本

定
例
会
に
お
い
て
屋
根
改

修
工
事
設
計
業
務
の
委
託

料
に
係
る
補
正
予
算
を
上

程
し
た
。

　

今
後
は
、
町
民
利
用
と

体
育
館
事
業
に
支
障
を
来

た
さ
な
い
よ
う
早
急
に
対

応
し
て
い
く
。

橋本欣一 議員

補聴器早期利用で認知症予防

寒河江寿樹 議員

みんな明るく楽しく ＝ すくすく教室

かわにしの ここが聞きたい
難　聴

難
聴
者
に
補
聴
器
購
入
補
助
を

難
聴
者
に
補
聴
器
購
入
補
助
を

　
町
長 

ー 
支
援
策
を
調
査
検
討
す
る

高
齢
者
世
帯
に
対
す
る

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
は

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

体
験
は

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

進
捗
は

子
育
て

少子化による幼児施設と小学校の今後のあり方は少子化による幼児施設と小学校の今後のあり方は
　町長 ー 保護者・町民の方々と話し合い検討していく

次
は
全
員
協
議
会

一　般
質　問

（16）（16）（17）（17） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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※バタフライエフェクト　小さな出来事が、最終的に予想もしなかった大きな出来事
につながること。バタフライ効果ともいう。NHK「映像の世紀」のタイトル

バ※

タ
フ
ラ
イ
エ
フ
ェ
ク
ト

　
先
月
玉
庭
地
区
の
敬
老

会
が
お
も
い
で
館（
旧
置

農
玉
庭
分
校
）で
開
催
さ

れ
、
そ
の
準
備
の
時
に
な

ぜ
今
年
は
こ
っ
ち
で
や
る

の
か
と
い
う
話
し
を
耳
に

し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は

玉
庭
小
学
校
の
体
育
館
で

敬
老
会
は
開
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　
聞
く
と
、
閉
校
し
て
か

ら
現
在
玉
庭
小
学
校
の
使

用
は
体
育
館
と
そ
の
脇
の

ト
イ
レ
、
水
洗
所
に
限
定

さ
れ
遮
断
さ
れ
て
い
る
た

め
に
今
回
の
催
し
に
対
し

て
充
分
な
対
応
が
取
れ
な

い
、
だ
か
ら
調
理
場
や
来

賓
へ
の
待
合
室
も
確
保
で

き
る
こ
っ
ち
で
や
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
、
と
。

　
な
る
ほ
ど
、
地
区
唯
一

の
学
校
が
閉
校
す
る
と
は

そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ

な
、
と
改
め
て
実
感
。

　
一
方
で
は
て
、
こ
ち
ら

の
お
も
い
で
館
も
数
十
年

前
に
は
分
校
の
役
目
を
終

え
た
同
じ
閉
校
校
舎
。

　
今
な
お
こ
う
し
て
敬
老

会
会
場
と
な
る
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
と
柔
軟
性
、
音
楽
合

宿
、
バ
イ
ク
、
子
ど
も
キ

ャ
ン
プ
、
劇
団
、
地
区
祭

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に

利
活
用
さ
れ
る
寛
容
な
受

け
入
れ
シ
ス
テ
ム
。
残
っ

た
建
物
に「
今
」ど
ん
な
意

味
付
け
を
す
る
か
は
自
分

た
ち
次
第
な
の
だ
と
感
じ

ま
す
。

　
９
月
の
議
会
を
傍
聴
し

て
ひ
と
こ
と
。

　
自
分
が
一
票
投
じ
た
議

員
を
孤
独
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
各
々
の
議
員
は
自

ら
が
選
挙
時
に
掲
げ
た
公

約
を
遂
行
す
る
た
め
に
必

死
で
し
た
。
そ
こ
に
は
皆

さ
ん
の
一
票
一
票
が
背
景

に
あ
り
ま
す
。
機
会
を
見

つ
け
て
議
員
に
自
分
の
思

い
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

偉
そ
う
で
す
が
率
直
に
そ

う
思
い
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
、
町
内
に
あ

る
福
祉
事
業
所
、
山
形
県

総
合
コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘

「
ま
つ
の
み
寮
」
お
よ
び
、

令
和
５
年
創
設
さ
れ
た
希

望
が
丘
地
域
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
（
旧
高
山
小
学

校
）
内
、
相
談
支
援
事
業

所
「
だ
り
や
」
の
現
況
調

査
を
実
施
し
た
。

　

希
望
が
丘
「
ま
つ
の
み

寮
」
は
、
山
形
県
社
会
福

祉
事
業
団
に
よ
り
昭
和
53

年
か
ら
運
営
さ
れ
た
施
設
。

現
在
の
総
入
所
者
数
２
３

３
人
、「
ま
つ
の
み
寮
」

で
は
男
性
37
人
、
女
性
20

　

７
月
17
日
、
三
菱
鉛
筆

株
式
会
社
は
二
井
町
地
区

に
お
い
て
新
工
場
に
関
す

る
説
明
会
を
行
っ
た
。

　

新
工
場
が
操
業
開
始
す

る
と
旧
工
場
の
移
転
･
解

体
な
ど
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
委
員

会
で
は
協
議
会
を
行
い
、

人
の
知
的
障
が
い
者
が
入

所
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
築
年
数
経
過

に
よ
る
施
設
の
老
朽
化
や
、

入
所
者
の
高
齢
化
等
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
希
望
が
丘
「
ま

つ
か
ぜ
荘
」
内
で
運
営
し

て
い
た
地
域
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
を
、
旧
高
山
小
学

校
内
に
移
転
。
令
和
５
年

４
月
に
相
談
支
援
事
業
所

「
だ
り
や
」
を
新
設
し
、

本
町
と
高
畠
町
に
在
住
の

障
が
い
者
（
児
）
の
相
談

支
援
事
業
を
開
始
し
て
い

る
。

所
管
課
よ
り
説
明
を
受
け

た
。

　

新
工
場
は
令
和
８
年
頃

に
移
設
操
業
さ
れ
駅
前
工

場
の
一
棟
西
側
は
解
体
更

地
化
さ
れ
る
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
今

後
の
動
き
を
注
視
し
検
討

す
る
課
題
と
し
た
。

【
実
施
し
て
い
る
事
業
】

〇
デ
イ
サ
ポ
ー
ト
ま
つ
か

ぜ　

定
員
30
人

〇
希
望
が
丘
共
同
生
活
事

業
所
（
２
事
業
所　

８
ホ

ー
ム　

利
用
定
員
59
人

〇
相
談
支
援
事
業
所
だ
り

や〇
置
賜
障
が
い
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

施
設
の
１
・
２
階
の
み

利
用
。
体
育
館
の
利
活
用

は
今
後
に
期
待
し
た
い
。

　

そ
の
他
、
公
立
置
賜
川

西
診
療
所
施
設
整
備
に
係

る
進
捗
状
況
や
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

各
担
当
所
管
課
よ
り
説
明

を
聞
い
た
。

7
26
第
６
次
川
西
町
総

合
計
画
の
策
定
方

針
を
明
示
。

計
画
の
趣
旨

　

地
域
幸
福
度
を
高
め
る

第
６
次
総
合
計
画
を
策
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

計
画
の
視
点

　

５
項
目
視
点
の
取
り
組

み
。
⑴
最
上
位
計
画
と
し

て
の
計
画
づ
く
り
⑵
新
た

な
時
代
に
対
応
す
る
計
画

づ
く
り
⑶
住
民
意
見
を
反

映
し
た
計
画
づ
く
り
⑷
根

拠
に
基
づ
く
計
画
づ
く
り

⑸
地
方
版
総
合
戦
略
な
ど

と
の
一
体
的
な
計
画
づ
く

り計
画
の
構
成

　

「
基
本
構
想
」（
10
年
）、

「
基
本
計
画
」（
5
年
）

お
よ
び
「
実
施
計
画
」（
３

年
）
の
３
段
階
構
成
と
す

9
18
公
募
に
よ
ら
な
い

指
定
管
理
者
を
選

定
。

　

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

２
施
設
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。

た
ま
に
わ
堆
肥
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者
と
し
て
適

切
に
運
営
し
た
実
績
が
あ

り
、
利
用
者
か
ら
の
信
頼

も
厚
く
、
本
町
の
耕
畜
連

携
に
よ
る
地
域
循
環
型
農

業
の
推
進
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
た
ま
に
わ
堆
肥
セ
ン
タ

ー
は
、「
株
式
会
社
ラ
ン

ピ
ー
ド
た
ま
に
わ
」
を
指

る
。

　

⑴
基
本
構
想
（
計
画
期

間
、
令
和
８
年
度
か
ら
令

和
17
年
度
ま
で
の
10
年

間
）
⑵
基
本
計
画
（
基
本

構
想
を
前
期
５
年
、
後
期

５
年
）。⑶
実
施
計
画
（
具

体
的
事
業
計
画
を
示
し
、

３
カ
年
の
実
施
計
画
を
別

途
策
定
）。
ロ
ー
リ
ン
グ

方
式
に
よ
る
見
直
し
を
図

り
、
効
果
的
な
進
行
管
理

を
行
う
。

策
定
体
制

　

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
基
づ
く
、
住
民
参
画
に

よ
る
策
定
体
制
を
構
築
し
、

住
民
が
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
計
画
を
策
定
す
る
。

⑴
町
議
会
⑵
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
⑶
そ
の
他
住
民
参

画
①
未
来
づ
く
り
カ
フ
ェ

の
設
置
②
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
③
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

か
ら
の
課
題
な
ど
情
報
収

集
の
実
施
④
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
⑷
役
場
組
織
体

制

定
管
理
者
に
選
定
す
る
こ

と
が
妥
当
と
判
断
し
た
と

説
明
が
あ
っ
た
。

か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

運
営
組
織
、
出
荷
者
お

よ
び
消
費
者
の
信
頼
関
係

が
最
も
重
要
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
十
分
理
解
し
運

営
に
努
め
て
い
る
。
店
舗

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
精
通
し

た
人
材
も
確
保
し
、
今
後

も
安
定
し
た
運
営
が
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、「
株

式
会
社
森
の
マ
ル
シ
ェ
」

を
指
定
管
理
者
に
す
る
こ

と
が
妥
当
と
判
断
す
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

課題解決に向けて

地元産品がめじろ押し ＝ かわにし森のマルシェ

地域支援事業開始

三菱鉛筆新規工場用地造成が進んでいる ＝ 二井町地内

全　員
協議会

広報モニターから広報モニターから

ひとことひとこと⑤⑤
玉庭　大滝　謙介 さん

委員会
レポート

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

福
祉
事
業
所
の
現
況
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

次
は
意
見
交
換
会

（18）（18）（19）（19） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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町
民
と
の
意
見
交
換
会

が
８
月
20
日
、
21
日
の
両

日
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
よ
う
や
く
昨
年
2
巡

目
を
終
え
、
今
回
か
ら
3

巡
目
と
な
る
。

　

今
回
は
小
松
・
大
塚
・

中
郡
の
３
地
区
で
行
わ
れ

た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
議
会

組
ん
だ
ほ
う
が
解
決
で
き

る
場
合
が
往
々
に
し
て
あ

る
。

　

本
町
議
会
で
は
、
意
見

交
換
会
で
出
さ
れ
た
内
容

を
ま
と
め
、
町
に
対
し
政

策
提
言
を
し
て
い
る
。

　

提
言
を
一
方
通
行
と
し

な
い
と
こ
ろ
は
、
知
る
限

り
全
国
唯
一
で
あ
る
。

『政策提言』手交へのご案内
第11回目の政策提言書の提出・手交式に町
民の皆さんの傍聴をお願いします。
と　き 10月下旬～11月上旬（予定）
ところ 川西町議会議場

質疑・要望・意見など 質疑への回答・今後の対応など所管課
⑴自治会の課題について
○自治会が無くなった時のデメリットは何か。町
報、回覧はどうなるのか。

●（持ち帰り回答）
【まちづくり課】一般的には「地域コミュニティの希薄化」「地域の安全性の低下」
「地域コミュニケーションの変化」等がデメリットと考えられる。町報等の町か
らの情報はインターネットにより入手していただくことができるが、不慣れな方
や高齢者などデジタルデバイスを使いこなせない方に対して、地域の情報が伝わ
らないという恐れがある。

○配布物、寄付金協力金が多く負担となっている。
○自治会に加入した時自治会の必要性を説明し理
解してもらう必要があると思う。

●（持ち帰り回答）
【まちづくり課】転入された方に対しては役場窓口での手続きの際に、「自治会
加入のご案内」を配布し、「自治会」「自治会長」「自治会長の連絡先」を知らせ
ている。

○自治会長報酬を上げてほしい。 ●（持ち帰り回答）
【まちづくり課】町から依頼している業務に対して報酬を支払っているが、今後依
頼する業務内容の精査を行い、報酬額の改定について検討していく。

⑵公立置賜川西診療所の整備について
○診療所をどういった目的で建て替えるのか明確
化すべき。

●（持ち帰り回答）
【健康子育て課】川西診療所は、町民の生命を守る「町民の家庭医」として、初
期診療、回復期、慢性期の医療機能を推進する。また、「在宅医療を積極的に担
う医療機関」および「川西町の在宅医療に必要な連携を担う拠点」として位置づ
ける。

○このスケジュールでは町民の意見は反映できない
のではないか。漠然とした内容で分かりづらい。

●（持ち帰り回答）
【健康子育て課】スケジュールの見直しを図り、町民の意見の反映に努めていく。

○規模がわからない。ランニングコスト、医師・
看護師の人数がわからないので想像できない。
　町民として、安心・必要性は理解する。

●常勤医師1名・医師1名・看護師３・事務職と相談員2名体制。有利な財源を探
し、建設費用（解体含む）のみ町負担となる。規模は500㎡を目途としている。
【当局確認済】

○健診センターを入れることはできないのか。 ●要望として承った。
⑶その他
○水害時の指定緊急避難場所へ、誕生川や黒川の
橋を渡って避難できないのではないか。
　ハザードマップはうまく機能しているのか。
　また、豪雨災害は反映されているのか。

●（持ち帰り回答）
【安全安心課】大雨による水害が発生した際の避難については、橋を通過できな
い場合は無理に避難場所へ避難せず、その時点において自身の命を守る行動を
とってほしい。
　ハザードマップについては、令和4年8月大雨災害時においておよそハザード
マップに沿った浸水であったと評価している。平時より自宅の予想浸水深を確認
し、水害発生に備えるとともに取るべき避難行動について準備してほしい。
　過去の豪雨災害を受け、国において河道掘削等のハード整備が実施されてい
る。また浸水を感知するセンサーを町内で27カ所設置し、情報発信のためのデー
タとすべく実証実験に取り組んでいる。雨が止んだ後も浸水が解消されない場所
の排水のため、排水ポンプを２台配備している。

○メディカルタウンの公的土地は今後どうするの
か。
　災害対応施設、拠点となると思うが、医療的な
役割に使ってはどうか。

●（持ち帰り回答）
【政策推進課】公共エリアの利用については、「川西町メディカルタウン地方創
生拠点施設整備基本構想検討委員会」を設置し、機能や活用方法について検討を
行ってきた。
　公共区域の整備にあたっては、町の公共施設のあり方や財政状況を考慮しなが
ら検討していく。

○町の予算が足りず国、県から認可の下りた基盤
整備が15年先行われない。大規模農家の方が
この場所から手を引こうとしている。余った農
地にかかる町民の負担も大きいがどう考えてい
るか。

●（持ち帰り回答）
【農地林務課】基盤整備をはじめとする県営農業農村整備事業は、要望を事業管
理計画へ反映させた後、５年前後の調査期間と10年前後の工事期間が必要とな
る。整備完了まで年数を要することから、農家の方には負担をかけるが、将来を
見据えて若手担い手等の意見も十分反映させた計画で要望頂くことが重要だ。ま
た、改良区から町に要望を受けてもすぐに事業管理計画に反映できる訳ではない
ことを理解してほしい。

基
本
条
例
で
定
め
て
い
る

最
重
要
項
目
の
一
つ
で
あ

る
。

　

議
員
各
自
は
議
員
活
動

の
中
で
、
地
域
の
課
題
や

個
人
の
相
談
な
ど
の
解
決

に
向
け
努
力
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
大
き
な
地
域
課

題
や
政
策
的
な
事
項
に
関

し
て
は
議
会
と
し
て
取
り

地区名 月　日 会　場 参加者 議　　員　（先頭が班長）
小松 ８月20日㈫ 川西町農村環境改善センター 28人

伊藤進、髙橋輝行、神村建二、吉村徹、寒河江司、渡部秀一、舩山千鶴
中郡 ８月21日㈬ 中郡地区交流センター 9人
大塚 ８月20日㈫ 大塚地区交流センタ 19人 井上晃一、橋本欣一、鈴木幸廣、遠藤明子、寒河江寿樹（欠）、鈴木孝之

　

川
西
診
療
所
は
建
築
基

準
法
改
正
以
前
の
建
物
で

あ
り
、
築
57
年
が
経
過
し

老
朽
化
が
著
し
い
。
早
期

に
新
施
設
へ
の
改
築
が
必

要
で
、
そ
の
た
め
現
状
の

課
題
整
理
を
行
い
、
新
た

な
施
設
整
備
に
向
け
た
基

本
方
針
を
示
す
「
基
本
構

想
」
お
よ
び
構
想
を
踏
ま

え
た
医
療
の
取
り
組
み
と

新
施
設
の
具
体
的
な
整
備

内
容
を
示
す
「
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
と
し
て

い
る
。

　

自
治
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
人
口
減
少
や
３

年
間
自
粛
の
コ
ロ
ナ
感
染

症
後
の
社
会
環
境
の
変
化
、

生
活
環
境
の
変
化
の
中
で

は
、
人
の
集
ま
り
が
再
開

さ
れ
た
も
の
の
、
構
成
世

帯
の
減
少
や
自
治
会
加
入

に
関
す
る
問
題
が
出
さ
れ

た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
施

設
の
方
々
と
参
加
者
の
皆

さ
ん
、
関
係
者
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

中郡地区

小松地区

大塚地区

意 　 見
交 換 会

川
西
診
療
所
・
自
治
会
の
在
り
方
で
意
見

川
西
診
療
所
・
自
治
会
の
在
り
方
で
意
見

３
会
場
で
開
催

こんな質問･要望がありました

直
近
の
課
題
で
意
見
交
換

次
は
街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（20）（20）（21）（21） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和６年10月15日発行
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が
ん
ば
る
ぞ

　

10
月
５
日
「
美
郷
幼
稚

園
な
か
よ
し
運
動
会
」（
園

児
30
人
、
年
長
17
人
、
年

中
７
人
、
年
少
６
人
）
が

行
わ
れ
た
。

　

く
も
り
空
で
雨
が
心
配

さ
れ
た
が
、
代
表
園
児
４

人
に
よ
る
元
気
な
選
手
宣

誓
で
、
雨
雲
も
吹
き
飛
ん

だ
よ
う
で
あ
る
。

　

種
目
に
よ
っ
て
は
練
習

ど
お
り
に
力
を
で
き
な
か

っ
た
園
児
も
お
り
、
応
援

す
る
親
達
は
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
。

　

そ
れ
で
も
開
催
中
は
全

員
和
気
あ
い
あ
い
で
、
楽

し
い
一
日
と
な
っ
た
。

本
間　
理り

紗さ

さ
ん（
小
松
）

　

「
チ
ー
ム
白
猿
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
に
は
Ｅ
バ
イ
ク
（
電
動

式
）
タ
イ
プ
も
あ
る
の
で
、
女
性
で
も

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
是

非
、
い
っ
し
ょ
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

県
外
参
加
者
が
多
く
、
川
西
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
町
か
ら

の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

杉
原　
園そ

の
香か

さ
ん

　
　
　
春は

る
陽ひ

く
ん（
４
才
）（
米
沢
市
）

　

お
父
さ
ん
の
影
響
で
３
才
か
ら
自
転

車
に
乗
り
始
め
、
自
転
車
が
大
好
き
で

す
。
い
つ
も
パ
パ
と
一
緒
に
練
習
を
し

て
い
て
大
会
で
１
位
を
取
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
家
族
３
人

そ
ろ
っ
て
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
乗
り
が

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

江
本　
久
憲
さ
ん（
小
松
）

　

ダ
リ
ヤ
カ
ッ
プ
大
会
と
同
時
期
頃
に

自
転
車
を
始
め
ま
し
た
。
体
力
づ
く
り

が
き
っ
か
け
で
、
競
技
に
の
め
り
込
み

ま
し
た
。
人
と
知
り
合
い
、
自
然
と
友

達
が
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
現
在

は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
裏
方
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

内
山
沢
の
里
山
が
キ
ャ
ン
プ
場
と
し

て
整
備
さ
れ
れ
ば
活
用
度
が
増
え
、
も

っ
と
人
が
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。

井
上　
し
ほ
さ
ん

　
　
　
景け

い
渡と

く
ん（
２
才
）（
中
郡
）

　

近
所
に
同
じ
年
頃
の
子
ど
も
が
い
な

い
の
で
、
い
つ
も
大
人
の
中
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
幼
稚
園
デ
ビ
ュ
ー
す
る
前
の

練
習
を
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
こ
あ
ら
」
に
来
て
い
ま
す
。
子

育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
の
情
報
交
換

も
で
き
て
い
い
施
設
で
す
ね
。
イ
ベ
ン

ト
や
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
あ
り
、
楽
し

く
参
加
し
て
い
ま
す
。

飯
澤　
美
咲
さ
ん

　
　
　
笑え

漣れ
ん
く
ん（
９
カ
月
）（
大
塚
）

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
知
り
ま
し
た
。
何
回
か
来

る
内
に
顔
見
知
り
に
な
り
ま
し
た
。
メ

デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
整
備
が
進
み
、
近
く

に
住
ん
で
い
ま
す
が
買
い
物
も
病
院
も

近
く
、
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
ね
。

現
在
は
、
育
休
中
で
、
毎
日
が
子
育
て

中
心
の
生
活
で
す
。
親
子
で
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。

髙
橋　
桃
子
さ
ん

　
　
　
茅ち

馳は
や
く
ん（
10
カ
月
）（
小
松
）

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
あ
ら
」

は
施
設
内
が
広
く
、
伸
び
伸
び
と
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
約
な
し
で
直
接

来
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
便
利
で

す
ね
。
土
曜
、
日
曜
の
利
用
可
能
で
、

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
町

に
は
屋
内
で
遊
べ
る
立
派
な
施
設
が
あ

り
、
川
西
町
に
も
新
し
い
施
設
が
ほ
し

い
で
す
ね
。

渡
辺　
遥は

る
真ま

く
ん（
小
５
）（
福
島
県
）

　

父
と
兄
と
３
人
で
参
加
。

　

自
転
車
は
４
才
か
ら
始
め
ま
し
た
。

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
坂
を
下
る
の
が

気
持
ち
い
い
。
川
西
町
の
里
山
は
自
然

豊
か
で
、
空
気
が
お
い
し
い
で
す
。

　

目
標
は
、
大
会
で
１
位
を
取
る
こ

と
。
将
来
の
夢
は
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に

な
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ど
か
で
風
呂
に
入
っ
て
、
近
く
で

ラ
ー
メ
ン
食
べ
て
帰
り
ま
す
（
父
）

小
川
優ゆ

香か

理り

さ
ん（
中
山
町
）

　

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
歴
約
10
年
に
な

り
ま
す
。「
チ
ー
ム
銀
輪
」
に
所
属
。

　

自
転
車
好
き
が
集
ま
っ
て
フ
レ
ン
ド

リ
ー
感
が
と
て
も
い
い
。
乗
れ
る
場
所

が
少
な
い
の
で
、
川
西
町
の
里
山
に
は

毎
年
来
て
、
仲
間
と
の
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
最
高
で
す
。

　

町
民
の
利
便
性
向
上
お

よ
び
窓
口
業
務
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
令
和
６

年
12
月
２
日
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
で
住
民
票
や
印
鑑
証
明

が
交
付
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

が
導
入
さ
れ
る
。

　

利
用
方
法
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

情
報
が
入
っ
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
、
コ

ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー

機
に
よ
り
利
用
者
自
ら
暗

証
番
号
そ
の
他
必
要
な
事

項
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
申
請
交
付
で
き
る
。

　

町
民
の
利
便
性
は
、
町

内
は
も
と
よ
り
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
で
も
証
明
書
が
取

得
で
き
る
。
ま
た
、
申
請

書
を
記
載
す
る
必
要
も
な

く
夜
間
や
休
日
で
も
、
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
操
作
す

る
だ
け
で
簡
単
に
取
得
で

き
る
。

　

不
便
な
面
は
、
代
理
で

は
取
得
で
き
な
い
。
ま
た
、

本
人
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
が
わ

か
ら
な
い
と
取
得
で
き
な

い
。
操
作
ミ
ス
に
よ
る
証

明
書
の
差
し
替
え
や
返
金

が
で
き
な
い
。

　

利
用
料
金
は
、
お
の
お

の
４
０
０
円
（
利
用
者
負

担
）

コ
ン
ビ
ニ
手
数
料
や
シ
ス

テ
ム
手
数
料
等
は
、
町
負

担
と
な
る
。

　

現
在
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
町
内
発
行
数
は

１
万
１
４
１
８
枚
で
町
民

の
84
・
４
％
が
所
有
し
て

い
る
。

※DX（デジタルトランスフォーメーション）
デジタル技術を活用して、新たなビジネスモデル
そのものを変革すること

コンビニでの証明書交付

表
紙
の
写
真

街かどインタビュー街かどインタビュー
いいね！かわにしいいね！かわにし

追　
跡

追　
跡 あれから……あれから……

どうなった！どうなった！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
利
用
可
能
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
利
用
可
能
に

住
民
票
・
印
鑑
証
明
が
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
に

住
民
票
・
印
鑑
証
明
が
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
に

マウンテンバイクかわにしカップ会場と子育て支援センターでマウンテンバイクかわにしカップ会場と子育て支援センターでインタビューしました。インタビューしました。
インタビューから出た要望などは政策提言などに生かしていきます。インタビューから出た要望などは政策提言などに生かしていきます。
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9/10㈫

　

令
和
４
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
窓
口
業
務
の
Ｄ※

Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
一
般
質
問
が
あ
り
検
討

し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
以
後
庁
内
で
検
討
さ
れ
て
き
た
。

令
和
４
年
６
月
定
例
会

一
般
質
問

窓
口
業
務
の
Ｄ
Ｘ

令
和
６
年
12
月

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
、

印
鑑
証
明
が
交
付

（22）（22）（23）（23） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和６年10月15日発行
第159号議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和６年10月15日発行
第159号



▼
新
人
議
員
で
す
が
、
昨

年
度
よ
り
「
議
会
だ
よ

り
」
編
集
メ
ン
バ
ー
の
一

員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
編
集
の
大
変
さ
を
改

め
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

▼
２
年
の
任
期
期
間
中

に
、
一
人
で
も
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ん
に
、「
議
会

だ
よ
り
」
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
▼
今
後

も
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
寿
樹
）

発
行
責
任
者
　
井
上
　
晃
一

委
員
長
　
橋
本
　
欣
一

副
委
員
長
　
鈴
木
　
幸
葊

委
　
　
員
　
伊
藤
　
　
進

　
同
　
　
　
寒
河
江
　
司

　
同
　
　
　
遠
藤
　
明
子

　
同
　
　
　
寒
河
江
寿
樹

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
文
章
）

佐
々
木
賢
一

遠
藤
　
勝
則

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
写
真
）

山
田
　
順
一

齋
藤
　
文
夫

❖❖　　プロフィールプロフィール　　❖❖

渡渡
わたわた

邉邉
なべなべ

　　　　彩彩
あやあや

さんさん
川西町大字下小松川西町大字下小松
家族構成は、 夫と子ども２家族構成は、 夫と子ども２
人の４人家族人の４人家族
母屋に義父母居住母屋に義父母居住
出身地 南陽市出身地 南陽市
趣味　ショッピング趣味　ショッピング

　
犬
川
地
区
に
お
住
い
の

　
犬
川
地
区
に
お
住
い
の

渡
邉
彩
さ
ん
に
子
育
て
等
、

渡
邉
彩
さ
ん
に
子
育
て
等
、

日
常
生
活
で
感
じ
た
こ
と

日
常
生
活
で
感
じ
た
こ
と

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

知
人
の
紹
介
が
き
っ
か

け
で
結
婚
７
年
目
で
す
。

主
人
の
実
家
敷
地
内
に
新

居
を
建
て
、
移
り
住
ん
で

か
ら
５
年
が
経
ち
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
町
外
の
ア

パ
ー
ト
住
ま
い
で
、
米
沢

市
内
の
医
療
施
設
に
勤
め

て
い
ま
し
た
。

　

引
っ
越
し
て
き
た
と
同

時
期
に
、
町
内
の
医
療
介

護
施
設
に
転
職
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
策
の
お
か
げ

で
、
夜
勤
を
し
な
い
シ
フ

ト
を
組
ん
で
頂
く
な
ど
、

職
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
助

け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

夫
婦
共
に
交
代
勤
務
制

の
仕
事
な
の
で
、
ス
ケ
ジ

　

自
然
豊
か
で
の
ん
び
り

し
た
地
域
で
す
。
で
も
、

公
立
置
賜
総
合
病
院
が
近

く
に
あ
る
こ
と
や
、
メ
デ

ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
内
に
医
療
、

商
業
施
設
が
で
き
て
、
買

い
物
も
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
若
者
世
代
の
移
住
者

が
増
え
、
町
が
も
っ
と
に

　

近
所
に
は
同
じ
年
頃
の

子
ど
も
が
い
な
い
こ
と
か

ら
、
徒
歩
に
よ
る
通
学
が

心
配
で
す
。
交
通
安
全
・

防
犯
面
に
お
い
て
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
運
行
の
見
直
し

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
が
町
の
中
心
部
に

あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

イ

ンタ
ビュー

イ

ンタ
ビュー

町民の声

ュ
ー
ル
を
調
整
し
合
い
、

夫
も
積
極
的
に
子
育
て
に

協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
義

父
母
に
も
孫
の
世
話
を
し

て
も
ら
い
、
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
毎
日
が
大

変
で
す
が
幸
せ
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

ぎ
や
か
に
な
れ
ば
い
い
で

す
。

　

道
路
が
整
備
さ
れ
た
反

面
、
交
通
の
流
れ
も
変
わ

り
、
交
通
事
故
に
も
つ
な

が
る
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

は
注
意
し
て
ほ
し
い
で
す
。

親子そろって充実した毎日を

編
集
の
後
で

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の

見
直
し
を

見
直
し
を

川
西
町
に
き
て

仕
事
、
家
事
、
子
育
て
等
、

日
常
生
活
で
感
じ
る
こ
と
は

川
西
町
の
印
象
は
？

町
に
望
む
こ
と
は
？
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